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№21　平成23年５月１日号

３月定例会・１月臨時会

撮影場所：磯光天照橋付近

市議会だより



　平成23年度の各会計予算は予算審査特別委員会（委員長　藤嶋　厚）を19名の議員で設置し、
さらに所管別に分科会を設け審査を行いました。委員会での審査結果は、一般会計は賛成多数、他
の会計については全員賛成で可決しました。 

会　計　名 23年度予算額 22年度予算額

一 般 会 計 １７１億９７６万１千円 １６７億７,７２９万２千円

国 民 健 康 保 険 ３６億７,９１０万３千円 ３４億５,５０８万８千円

後期高齢者医療 ４億５９万５千円 ３億７,６９６万９千円

住宅新築資金等 ８０４万２千円 ８２０万３千円

簡 易 水 道 事 業 １億６３９万５千円 １億１,１３１万１千円

公共下水道事業 ６億９,９６６万４千円 ５億９,３２７万３千円

吉 川 財 産 区 １５６万５千円 １７５万３千円

水道事業会計 23年度予算額 22年度予算額

水 道 事 業 費 ４億６,９４７万９千円 ４億７,２１２万２千円

会　計　名 補正後の額 補正前の額

一 般 会 計 １７３億７，２６２万１千円 １７４億８，５１６万８千円

国 民 健 康 保 険 ３５億９，８８３万２千円 ３５億３，５５３万３千円

老人保健特別会計 ６８３万９千円 ５１２万７千円

後期高齢者医療 ３億９，３３８万５千円 ３億８，０８３万５千円

住宅新築資金等 １，８２０万３千円 ８２０万３千円

公共下水道事業 ６億７９４万４千円 ６億７９９万９千円

水道事業会計 予　定　額 既決予定額

水 道 事 業 費 ４億６，７１３万５千円 ４億６，８６３万５千円

３　月　定　例　会
議案番号 議　　案　　名 議決内容

諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 全員賛成　適任

議案第２号 民事調停の申立てについて 全員賛成　可決

議案第３号 財産の処分について 賛成多数　可決

議案第４号 日吉辺地に係る公共的施設の総合整備に関する財政上の計画の一部変
更について 全員賛成　可決

議案第５号 宮若市原田公園条例の制定について 全員賛成　可決

議案第６号 宮若市法定外公共物管理条例の制定について 全員賛成　可決

議案第７号 宮若市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成　可決

議案第８号 宮若市西鞍の丘総合運動公園条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成　可決

議案第９号 宮若市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成　可決

議案第10号 平成22年度宮若市一般会計補正予算（第４号） 全員賛成　可決

議案第11号 平成22年度宮若市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成　可決

議案第12号 平成22年度宮若市老人保健特別会計補正予算（第１号） 全員賛成　可決

議案第13号 平成22年度宮若市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全員賛成　可決

議案第14号 平成22年度宮若市住宅新築資金等特別会計補正予算（第１号） 全員賛成　可決

議案第15号 平成22年度宮若市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成　可決

議案第16号 平成22年度宮若市水道事業会計補正予算（第３号） 全員賛成　可決

議案第17号 平成23年度宮若市一般会計予算 賛成多数　可決

議案第18号 平成23年度宮若市国民健康保険特別会計予算 全員賛成　可決

議案第19号 平成23年度宮若市後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成　可決

議案第20号 平成23年度宮若市住宅新築資金等特別会計予算 全員賛成　可決

議案第21号 平成23年度宮若市簡易水道事業特別会計予算 全員賛成　可決

議案第22号 平成23年度宮若市公共下水道事業特別会計予算 全員賛成　可決

議案第23号 平成23年度宮若市吉川財産区特別会計予算 全員賛成　可決

議案第24号 平成23年度宮若市水道事業会計予算 全員賛成　可決

議員提出議案第1号 拡大生産者責任（EPR）とデポジット制度の法制化を求める意見書 全員賛成　可決

議員提出議案第2号 若者の雇用対策の更なる充実を求める意見書 全員賛成　可決

議員提出議案第3号 宮若市議会基本条例制定特別委員会の設置に関する決議 全員賛成　可決

１　月　臨　時　会
議案番号 議　　案　　名 議決内容

議案第１号 平成22年度宮若市一般会計補正予算（第３号） 全員賛成　可決

審 議 結 果 報 告
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平成23年度予算・平成22年度補正予算

平成23年度予算が決まる

平成22年度補正予算



市議会を傍聴してみませんか
皆さんの傍聴を
お待ちしています
本会議・各常任委員会等の日程につきましては、日
程が決まり次第、宮若市のホームページ、宮若市役
所本庁及び若宮総合支所に掲示します。

次回の定例会は

６月６日（月）
開会予定です。

宮若市議会基本条例制定特別委員会を
設置いたしました

■■
■■ 議会基本条例とは
　憲法の規定に基づく地方自治制度の二元代表制の下、市議会は選挙により選ばれた市民の代表者であ
る議員の活動により運営される議事機関であり、本市の意思決定機関としての役割を担っています。
　このような役割を果たすために、市民に積極的な情報の公開、政策活動への多様な市民の参加の推進、
議員間の自由な討議の展開、議員の自己研さんと資質の向上等、議会として取り組むべき独自の議会運
営のあり方についてのルールを定めたものです。

議会基本条例制定特別委員会委員　　委 員 長　川口　　誠
　　　　　　　　　　　　　　　　　副委員長　安永　友則
　　　　　　　　　　　　　　　　　委　　員　中島　健三　　藤嶋　　厚　　安河　英幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩川　恭子　　浜崎　稔哉　　弓削田　敬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島本　昌典　　茅野　　勝

■■
■■ 条例の基本について

以上のことを基本に条例の制定を進めていきます。

学校整備調査特別委員会報告
　学校整備調査特別委員会では、平成22年６月の設置以降、９回にわたり委員会を開催し、様々な諸課題とその対応
について議論を重ねて参りました。
　また、平成22年10月13～ 14日には山梨県上野原市・大月市に先進地視察も行い調査研究を行っております。
　学校を新設する際の施設整備における諸条件をはじめ、新たな学校運営における具体的な課題等解決に向けて、
今回、これまでの委員会における協議内容と住民説明会や座談会等での意見・要望を踏まえ、３月16日教育委員会へ
下記の提言書（抜粋）を提出いたしました。

平成23年３月16日
宮若市教育委員会
　　教育長　　有　吉　宏　昭　殿

学校整備調査特別委員会　　　　
委員長　浜　崎　稔　哉

宮若市学校等整備計画における学校再編に伴う
諸課題への対応について（提言）　　　　　　

１．通学路の整備について
　　 　教育委員会は、安全な通学のために必要な道路整備の優先順位を付けること。市が道路整備を進めて
いくにあたり、優先すべき道路については、開校までに歩道や街灯の設置等の整備を行うこと。その他の
通学路の危険箇所については、年次的な計画を立て、それに基づいて整備を進めること。

２．通学手段について
　　 　徒歩或いは自転車等以外での通学を望む生徒に対する通学手段については、地域交通網の確保という、
住民すべてを対象にした地域公共バスの利用を促進するための条件整備を進めること。なお、新たな条件
整備によって保護者の負担感や不公平感が増すことのないよう留意されたい。

３．再編後の学校跡地について
　　 　跡地については、地元自治会等、地域の声を十分に反映した形で協議を進めること。跡地対策について
は、一朝一夕に答えが出る問題ではないため、今後も本市の各種施策と照らし合わせながら、全市的な視
野に立った跡地対策を進めていくこと。

４．その他考慮すべき事項について
　　 　東地区中学校では、その施設整備の中で、食の安全や地産地消等を考慮すると、新たな学校施設で自校
式の学校給食を提供することが望ましい。

　　 　施設の整備においては、地域住民や施設周辺を通学している児童・生徒の安全については、当然確保さ
れるべきものであるが、旧鞍手商業高校跡地内で建設するものにあっては、生徒の安全性が確保されるま
では、着工しないこと。

　　 　また、学習環境の変化と新たな人間関係づくりに対する不安を解消するため、早い段階から学校間で交
流事業を実施するなどして、環境の変化による子どもたちの精神的な負担の軽減を図るよう努めること。
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総則
　この条例を策定する目的等について規定します。

議会及び議員の活動原則
　議会の役割や議員の役割、及びそれぞれの活動原則について規定します。

市民と議会の関係
　議会の果たすべき重要な責任として情報の公開の徹底と市民に対する説明責任の
履行を規定します。

市長と議会の関係
　市長ほか市の職員は、議長の許可により議員の質問に対して、論点・争点を明確に
するため反問権（逆質問）することができることを規定します。

自由討議の拡大
　議員は、議員相互間の自由討議の拡大のため、自らも積極的に議案の提出を行う努
力をすることを規定します。

条例の位置付け
　議会基本条例の位置付けについて規定します。
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寄
り
が
あ
る
よ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。
無
断
で
使
用
さ
れ
れ
ば
、

利
用
状
況
の
把
握
も
出
来
な
い
よ
う
な
体
制

で
あ
り
、
そ
の
使
用
許
可
に
環
境
保
全
課
が

携
わ
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
か
な
い
。」
と

し
て
反
対
討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
火
葬
場
の
建
設
で
は
、

過
去
に
は
旧
若
宮
、
旧
宮
田
の
対
立
も
確
か

に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
の
48
項
目
が
37

項
目
に
変
わ
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
宮
若
市
と

し
て
一
定
の
努
力
を
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う

に
事
業
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。」
と
し
て
賛
成
討
論
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

「
覚
書
の
39
条
に
あ
っ
た
集
会
所
の
設
置
が

管
理
棟
に
変
わ
っ
た
も
の
。
管
理
費
が
永
久

に
か
か
る
上
、
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
見
込
め
な
い
。
地
元
原
田
地
区
に
寄
贈

し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。」
と
し
て
、
反
対
討

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

日
吉
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
に
関
す
る
財
政
上
の
計
画
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

宮
若
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
原
田
公
園
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
西
鞍
の
丘
総
合
運
動
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

宮
若
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

日
吉
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
に
関
す
る
財
政
上
の
計
画
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

宮
若
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
原
田
公
園
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
西
鞍
の
丘
総
合
運
動
公
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

宮
若
市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

市
長
の
提
案
理
由
で
は
14
名
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
５
名
が
納
入
に
応
じ
た

た
め
残
る
９
名
に
対
し
、
民
事
調
停
を
申
立

て
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
滞
納
者
の
実
情
を
十

分
把
握
し
、
滞
納
解
消
に
努
め
る
よ
う
要
望

し
、
質
疑
、
討
論
な
く
全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
て
お
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

を
お
願
い
し
て
い
る
２
人
の
管
理
人
が
行

う
。」
等
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

　

日
吉
辺
地
に
お
け
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
小
谷
道
路
改
良
舗
装

の
区
間
の
追
加
及
び
整
備
期
間
の
延
長
に
よ

る
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

　
・
追
加
区
間　
　
　

90
ｍ

に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
経
営
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
に

移
行
し
ま
す
が
、
今
ま
で
同
様
に
一
般
の
利

用
者
も
利
用
で
き
る
事
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

・
処
分
内
容

　
　

土
地　
　

２
０
，
７
０
１
・
１
６
㎡

　
　

建
物　
　
　

４
，
３
３
９
・
０
５
㎡

　
　

工
作
物　

下
水
施
設
、
体
育
施
設

・
処
分
先

　
　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱

・
処
分
価
格

　
　

９
，
３
６
４
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

　
・
現
行
整
備
計
画
期
間

　

平
成
19
年
度
〜
平
成
23
年
度

　
・
変
更
整
備
計
画
期
間

　

平
成
19
年
度
〜
平
成
26
年
度

全
員
賛
成
で
可
決
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長　
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島
本　

昌
典

会
員
委
務
総

会
員
委
生
民
育
教

会
員
委
設
建
業
産



市
長
報
告

♦
市
長
報
告
１

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び

火
葬
場
の
愛
称
に
つ
い
て

　

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
77
作
品
の

応
募
を
い
た
だ
き
、
こ
の
中
か
ら
、
愛
称
を

「
ハ
ー
ト
フ
ル
」
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
々
が
集
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

親
し
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
愛
称

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

火
葬
場
に
つ
い
て
は
、
愛
称
を
「
桜お

う

華か

苑え
ん

」

♦
市
長
報
告
２

宮
若
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

平
成
11
年
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
の
制
定
等
を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
７
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
宮
若
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま

す
「
だ
れ
も
が
輝
く
共
同
参
画
の
ま
ち
」
を

実
現
す
る
た
め
、
行
政
、
市
民
、
各
種
団
体
、

事
業
所
、
関
係
機
関
が
相
互
に
連
携
し
、
計

画
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

♦
市
長
報
告
３

宮
若
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
に
つ
い
て

　

市
域
全
体
を
一
体
の
都
市
と
し
て
総
合
的

に
整
備
・
開
発
・
保
全
を
図
り
快
適
な
生
活

環
境
を
創
造
し
、
宮
若
ら
し
い
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
「
宮
若
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。

♦
市
長
報
告
４

宮
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
に
つ
い
て

　

本
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
名
称
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
提
案
ど
お
り
、
宮
田
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
に
正
式
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
福
岡
県
、
西
日
本

高
速
道
路
株
式
会
社
、
宮
若
市
で
締
結
い
た

し
ま
し
た
基
本
協
定
に
基
づ
い
て
整
備
を
進

め
、
全
車
種
利
用
が
可
能
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

♦
市
長
報
告
５

東
日
本
大
震
災
対
応
に
つ
い
て

　

地
震
発
生
後
か
ら
市
内
４
箇
所
に
設
置
し

ま
し
た
募
金
箱
で
の
状
況
は
、
３
月
25
日
ま

で
に
５
１
２
万
５
１
３
４
円
の
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
支
援
物
資
の
申
し
出

に
つ
い
て
で
す
が
、
39
名
の
方
々
か
ら
、
物

資
の
提
供
の
申
し
出
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
宮
若
市
・
宗
像
市
及
び
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州
㈱
の
連
携
協
力
協
定
」
に
基
づ
く

被
災
地
支
援
に
つ
い
て
は
、
緊
急
支
援
物
資

の
送
付
に
続
き
、
両
市
で
受
け
入
れ
住
宅
30

戸
「
宗
像
市
20
戸
（
民
間
住
宅
の
借
入
）、
本

市
10
戸
（
市
営
住
宅
）」
を
用
意
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

公
費
に
よ
る
被
災
地
支
援
は
、
平
成
22
年

度
予
算
か
ら
１
０
０
０
万
円
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

火葬場　桜華苑

宮田スマートIC

と
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
桜
」
は
市
木
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
四
季
を
感
じ
さ
せ
る
木
と
し
て
慣
れ
親

し
ま
れ
て
お
り
、「
華
」
は
彼
岸
花
が
市
花
で

あ
り
、
別
名
の
「
曼
珠
沙
華
」
は
天
上
の
華

と
い
う
意
味
を
持
つ
と
と
も
に
、
花
言
葉
に

は
「
別
れ
」
の
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
未

来
に
向
け
て
再
会
を
楽
し
み
に
待
つ
と
い
う

希
望
を
込
め
た
愛
称
と
し
て
お
り
ま
す
。

専
用
の
西
日
本
初
の
本
線
直
結
型
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
と
し
て
、
本
年
３
月
26
日
に
開
通
し
ま

し
た
。

　

当
面
は
、
北
九
州
方
面
に
限
定
し
た
ハ
ー

フ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
整
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
福

岡
方
面
へ
の
出
入
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交

通
需
要
及
び
利
用
状
況
等
の
推
移
を
勘
案

し
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

拡大生産者責任（ＥＰＲ）とデポジット制度の法制化を求める意見書
　ポイ捨てゴミの氾濫や廃棄物処分場の確保の問題、更にはごみ処理費負担増による基礎自治体財政の圧迫など、
ゴミ問題を取り巻く状況はますます深刻化している。1997年４月から施行された容器包装リサイクル法は2008年４
月に見直されたが、依然として事業者の負担に比べて市町村の財政負担や地域住民の負担が大きく、ごみの発生抑
制や再使用の促進など循環型社会を実現するための効果は十分とは言えない。
　持続可能な循環型社会を築くためには、わが国の大量生産・大量消費・大量廃棄・大量リサイクル型の経済社会を
見直し、廃棄物の発生抑制、再使用を優先する社会を築くことが必要である。そのためには、生産者が、生産過程で
ゴミとなりにくいような製品を作り、使用済み製品の回収・資源化まで責任を持つこと、すなわち処理・リサイクル費
用のすべてを製品価格に含めた拡大生産者責任（ＥＰＲ）の導入が必要である。また、使い捨て容器にはデポジット
制度を導入することで、対象となった容器の、高い回収率が期待でき、資源利用の促進や廃棄物の発生抑制、ポイ捨
て・不法投棄の防止に対しきわめて有効な手段である。
　すでに欧米などの多くの国では、省資源・資源循環を実現するために、拡大生産者責任（ＥＰＲ）やデポジット制度
を導入し、使い捨て容器の使用を減らすことによるごみ減量やリユース容器の使用促進に大きな効果をあげている。
　よって、宮若市議会は、政府に対し、容器包装廃棄物の発生抑制、再利用・再資源化を促進し、循環型社会の実現
を図るため、ＯＥＣＤが提唱する拡大生産者責任、及びデポジット制度の導入について、積極的に検討し、早期に制
度化を図るよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成23年３月28日
 福岡県宮若市議会　議　長　　寳　部　　　勝
衆議院議長　殿
参議院議長　殿
内閣総理大臣　殿
環 境 大 臣　殿
経済産業大臣　殿
農林水産大臣　殿
厚生労働大臣　殿
財 務 大 臣　殿
内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）殿

若者の雇用対策の更なる充実を求める意見書
　今春卒業見込みの大学生の就職内定率は昨年12月１日時点で68.8％に留まり、調査を開始した96年以降で最悪と
なりました。日本の将来を担うべき若者の人生にとって厳しい問題であり、経済・社会の活力低下という点から見て
も大変憂慮すべき事態です。
　景気低迷が長引くなか、大企業が採用を絞り込んでいるにも関わらず、学生は大企業志向が高く、一方、採用意欲
が高い中小企業には人材が集まらないといった、いわゆる雇用のミスマッチ（不適合）が就職内定率低下の要因の一
つと考えられます。
　政府は、こうした事態を深刻に受け止め、今こそ若者の雇用対策をさらに充実させるべきです。
　特に、都市部で暮らす学生が地方の企業情報を求めても、地方に所在する多くの中小企業は資金的余裕がないな
どの理由で事業内容や採用情報などを提供できておらず、都市と地方の雇用情報の格差が指摘されています。若者
の雇用確保と地元企業の活性化のためにも自治体が行う中小企業と学生をつなぐ「マッチング事業」に積極的な支
援が必要と考えます。
　よって、政府におかれては雇用ミスマッチの解消を始めとする若者の雇用対策を充実させるため、以下の項目を
早急に決定・実施するよう強く求めます。

記
１． 人材を求める地方の中小企業と学生をつなぐための「マッチング事業」を自治体が積極的に取り組めるよう支援
すること。

２． 都市と地方の就職活動費用の格差是正とともに、どこでも情報を収集できるような就活ナビサイトの整備等を
通じて地域雇用の情報格差を解消すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成23年３月28日
 福岡県宮若市議会　議　長　　寳　部　　　勝
内閣総理大臣　殿
厚生労働大臣　殿
経済産業大臣　殿

３
月
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
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市 政 を 問 う 一般質問市 政 を 問 う一般質問
財
政
に
つ
い
て

浜崎　稔哉

問　

平
成
21
年
度
決
算

で
、
経
常
収
支
比
率
が
１

０
３
・
２
％
と
非
常
に
硬

直
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と

を
受
け
て
、
将
来
的
な
財

政
運
営
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　

合
併
後
の
本
市
の
経
常

収
支
比
率
は
、
自
動
車
関

連
企
業
の
業
績
が
好
調
で

あ
っ
た
平
成
19
年
度
は
、

89
・
６
％
と
最
も
低
い
値

を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
度
は
、
法
人
市

民
税
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
。
ま
た
、
特
殊
事
情

と
し
て
、
市
税
の
還
付
金

が
多
額
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
１
０
３・２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
経
常
収
支
比
率

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

市
税
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
そ
の
減
少
に
対

答　

市
長

す
る
普
通
交
付
税
の
増
加

や
、
人
件
費
及
び
公
債
費

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
90
％
台
前
半
で

推
移
す
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画

に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
間
断
な
い
行
財
政
改

革
に
よ
る
歳
入
の
確
保
と

歳
出
の
削
減
に
努
め
、
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ

と
を
基
本
と
し
、
将
来
的

な
見
通
し
に
よ
る
財
政
的

な
計
画
の
も
と
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
な
お
一
層
の

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ

る
財
源
の
確
保
に
努
め
、

将
来
的
な
収
支
見
通
し
を

行
い
、
健
全
で
安
定
し
た

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

環
境
保
全
に
つ
い
て

中尾ハギ子

問　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
の
現
状
。

　

現
在
、
８
施
設
組
合
が

大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

所
へ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
搬
入
し
て

お
り
、
平
成
21
年
度
で
は

前
年
度
比
１
６
４
３
ト
ン

増
の
年
間
７
９
８
５
０
ト

ン
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
処
理
し
て

お
り
ま
す
。

答　

市
長

問　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
の
今
後

の
取
り
組
み
と
計
画
に
つ

い
て
。

　

ご
み
事
業
は
２
０
１
８

年
以
降
ど
う
す
る
の
か
。

　

平
成
30
年
３
月
ま
で
は

Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
大
牟
田
リ
サ
イ

ク
ル
発
電
所
に
全
量
搬
入

す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

答　

市
長

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年

度
よ
り
じ
ん
芥
施
設
処
理

組
合
の
構
成
市
町
及
び
大

牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
事

業
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

今
後
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
及
び

ご
み
処
理
方
法
に
つ
い
て

財
政
的
な
負
担
も
含
め
て
、

本
格
的
な
協
議
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
は
、
平
成
29
年
度
で

施
設
建
設
公
債
費
の
毎
年

支
払
っ
て
い
る
約
１
億
１

市
長
就
任
５
年
間
の
成
果
と
政
治
信
条
に
つ
い
て

中島　健三

問　

政
治
信
条
は
守
ら
れ

た
の
か
。

　

最
も
誇
れ
る
成
果
は
、

こ
の
５
年
間
、
選
挙
公
約

で
あ
る
、
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
や
、
合
併
協
議

会
に
定
め
ら
れ
た
新
市
建

設
計
画
等
を
基
本
に
し

て
、
策
定
さ
れ
た
第
一
次

宮
若
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
で
す
。

　

誇
れ
る
事
業
成
果
は
、

合
併
後
の
新
市
政
が
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
協
力

で
ス
タ
ー
ト
で
き
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

市
民
の
皆
様
と
描
い
た
夢

を
具
体
的
な
形
と
し
て
順

次
実
現
出
来
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

答　

市
長

　

反
省
す
べ
き
点
は
、
県

企
業
局
が
造
成
し
た
磯
光

工
業
団
地
の
企
業
誘
致
が

現
在
ま
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
点
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
「
ま
ち
づ
り
」
は
ま

さ
に
総
合
計
画
に
掲
げ
た

本
誌
の
将
来
像
で
あ
る

「
ひ
と
・
み
ど
り
・
産
業
が

輝
く
新
た
な
ふ
る
さ
と
」

市
民
・
企
業
・
行
政
が
共

同
で
創
る
自
立
都
市
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

ご
み
減
量
化
に
対

す
る
市
の
方
針
と

ご
み
固
形
化
燃
料

（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）事
業
の

現
状
と
今
後
の
方

向
に
つ
い
て
問
う

　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
は
平
成
14

年
本
格
稼
動
し
、
現
在
、

８
施
設
組
合
が
大
牟
田
リ

サ
イ
ク
ル
発
電
所
へ
搬
入

し
、
平
成
21
年
度
で
は
前

年
比
１
６
４
３
ト
ン
増
の

年
間
７
９
８
５
０
ト
ン
の

答　

市
長

Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
処
理
し
て
い
ま

す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
方
針
は
、

鞍
手
町
・
小
竹
町
と
共
同

で
ご
み
処
理
を
実
施
し
て

い
る
一
部
事
務
組
合
に
負

担
金
を
支
払
っ
て
お
り
算

定
の
一
つ
に
搬
入
量
が
あ

り
、
減
量
化
を
推
進
す
れ

ば
当
市
の
負
担
割
合
は
減

少
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
よ
り
じ
ん

芥
施
設
処
理
組
合
の
構

成
市
町
及
び
大
牟
田
リ
サ

イ
ク
ル
発
電
事
業
運
営
協

議
会
に
お
い
て
、
今
後
の

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
及
び
ご
み
処

理
方
法
に
つ
い
て
財
政
的

な
負
担
も
含
め
、
本
格
的

な
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

問　

歳
入
に
つ
い
て
、
市

民
税
が
前
年
比
で
５
・

２
％
減
と
、
今
後
、
増
え

て
い
く
と
い
う
予
想
が
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
。

　

自
動
車
関
連
企
業
に
頼 

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

い
う
の
は
あ
る
訳
で
す
が
、

歳
入
の
確
保
と
な
る
と
、

今
後
の
景
気
の
回
復
を
望

む
と
こ
ろ
で
す
。
景
気
の

回
復
を
期
待
し
、
自
動
車

関
連
産
業
を
中
心
と
し
た

営
業
利
益
が
増
え
て
、
法

人
市
民
税
を
増
え
る
の
を

待
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
、
磯
光
工

業
団
地
の
企
業
誘
致
を
早

期
に
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
含
め
、
企

業
誘
致
に
取
り
組
み
、
歳

入
の
確
保
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

答　

市
長

問　

経
常
収
支
比
率
は
ど

れ
ぐ
ら
い
の
数
値
が
理
想

的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

　

70
％
台
が
健
全
な
財
政

運
営
が
で
き
て
い
る
と
い

答　

市
長

う
ふ
う
に
評
価
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

千
万
円
の
償
還
が
終
了
す

る
た
め
、
じ
ん
芥
施
設
組

合
へ
の
負
担
金
の
軽
減
が

図
ら
れ
ま
す
の
で
、
現
施

設
で
の
処
理
方
式
を
延
長

す
る
こ
と
を
第
一
義
的
に

は
検
討
を
し
な
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
が
、
同
時
に
広

域
で
の
新
施
設
の
取
り
組

み
、
ま
た
、
他
施
設
へ
の

ご
み
処
理
の
委
託
も
併
せ

て
検
討
し
、
方
向
性
を
出

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

安永　友則

問　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
整
備
状
況
に
つ
い

て
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基

づ
く
整
備
状
況
は
、
近
年
、

企
業
の
立
地
が
一
層
進
ん

だ
こ
と
な
ど
を
要
因
に
、

通
勤
車
両
や
大
型
車
の
交

通
量
が
増
加
し
て
お
り
、

渋
滞
の
解
消
や
市
民
生
活

の
安
全
確
保
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
整
備
計

画
に
つ
い
て
は
、
本
市
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
補
助

事
業
等
を
活
用
し
た
、
計

画
的
な
整
備
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

答　

市
長

問　

幹
線
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
問
う
。

　

本
市
の
幹
線
道
路
は
、

主
要
地
方
道
が
９
路
線
、

一
般
県
道
が
６
路
線
あ

り
、
こ
れ
に
幹
線
市
道
と

な
り
ま
す
１
・
２
級
市
道

54
路
線
が
連
結
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
、
幹
線
市
道

整
備
に
つ
い
て
は
、
３
箇

年
間
の
実
施
計
画
を
策
定

し
、
県
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

計
画
的
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

現
計
画
に
お
い
て
は
、

福
丸
・
下
有
木
線
、
所
田

堤
防
線
、
小
谷
線
、
辻
ヶ

峰
・
前
隈
線
等
を
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
等

の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

年
次
的
に
整
備
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答　

市
長

問　

生
活
道
路
の
現
状
把

握
と
整
備
状
況
は
。

　

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、

幅
員
が
狭
い
道
路
も
多

答　

市
長

く
存
在
し
て
い
る
現
状
に

鑑
み
、
合
併
特
例
債
活
用

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
域
の
実
情
や
要
望

等
を
勘
案
し
、
関
係
地
権

者
等
の
ご
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
整
備
拡
充
に

努
め
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
計
画
、
見
通

し
は
。

　

今
後
と
も
、
日
常
生
活

の
利
便
性
と
安
全
性
を
高

め
る
た
め
、
住
民
要
望
や

緊
急
度
等
を
考
慮
し
ま
し

て
、
実
施
計
画
に
沿
っ
た

道
路
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
微
な
補
修
等

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
、

「
道
路
愛
護
推
進
活
動
」

の
普
及
に
努
め
、
行
政
と

市
民
が
協
働
し
た
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

答　

市
長

くらじクリーンセンター
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う
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市 政 を 問 う 一般質問市 政 を 問 う一般質問
国
土
調
査
に
つ
い
て

吉野　英史

問　

国
土
調
査
の
中
長
期

の
計
画
は
。

　

国
土
調
査
事
業
基
本
計

画
を
策
定
し
、
こ
の
基
本

計
画
に
基
づ
く
10
ヶ
年
計

画
を
定
め
、
本
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
若
宮
地
域
を
含
め
、

宮
若
市
全
域
を
対
象
と
し

た
基
本
計
画
の
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答　

市
長

問　

国
土
調
査
は
後
世
に

残
る
有
利
な
社
会
資
本
整

備
で
あ
り
、
土
地
改
良
な

ど
で
地
域
の
実
情
に
詳
し

い
人
が
健
在
な
う
ち
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
組

め
な
い
か
。

　

現
在
、
す
で
に
山
林
原

野
等
に
つ
い
て
は
、
境
界

に
詳
し
い
方
が
少
な
く
な

り
、
特
に
山
林
の
境
界
確

認
に
い
て
は
、
時
間
を
要

し
て
い
ま
す
。
市
全
域
の

国
土
調
査
事
業
の
実
施
が

長
期
に
わ
た
る
こ
と
か

ら
、
地
域
住
民
の
協
力
体

制
の
確
立
を
図
る
と
と
も

に
、
土
地
改
良
事
業
の
確

定
測
量
図
等
を
有
効
活
用

し
、
本
事
業
の
促
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

答　

市
長

問　

調
査
の
促
進
を
図
る

た
め
、
外
注
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　

相
続
人
調
査
等
の
個
人

情
報
に
関
す
る
部
分
に
は

一
定
の
制
限
が
あ
る
が
、

民
間
委
託
で
実
施
可
能
な

業
務
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
外
部
委
託
の
有
効

活
用
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

答　

市
長

龍
伸
砕
石
場
の
防
災
工
事
に
つ
い
て
問
う

茅野　　勝

問　

龍
伸
砕
石
場
が
操
業

を
始
め
た
と
き
か
ら
今
日

ま
で
の
経
過
を
尋
ね
る
。

　

㈱
龍
伸
鉱
業
は
、
昭
和

60
年
７
月
９
日
付
で
岩
石

採
取
許
可
を
受
け
、
そ
の

後
平
成
10
年
７
月
17
日
か

ら
平
成
11
年
３
月
31
日
を

認
可
期
間
と
す
る
、
計
画

認
可
が
最
終
と
な
っ
て
い

ま
す
。
最
終
の
認
可
期
間

中
に
違
法
な
砕
石
採
取
を

強
行
し
続
け
た
た
め
、
当

時
の
宮
田
町
は
、
議
会
に

お
い
て
議
決
を
受
け
提
訴

し
、
平
成
14
年
10
月
９
日

に
全
面
勝
訴
の
判
決
が
下

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
判
決
後
の
龍

伸
鉱
業
は
、
実
質
廃
業
・

破
産
し
た
休
業
状
態
と
な

答　

市
長

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
必
要
な
手

続
き
を
経
ま
し
て
当
該
土

地
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

問　

市
の
防
災
工
事
の
責

任
と
今
後
の
防
災
工
事
の

予
定
。

　

採
石
場
跡
地
を
取
得
し

た
こ
と
か
ら
も
、
本
市
で

跡
地
内
の
整
備
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答　

市
長

工
事
発
注
の
評

価
制
度
と
検
査

体
制
に
つ
い
て

問　

平
成
22
年
度
の
工
事

の
中
で
評
価
制
度
で
発
注

し
た
工
事
と
審
査
方
法
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
土

木
Ｃ
等
級
の
道
路
改
良
工

事
を
県
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
１
件
実
施
し
て
い
ま

答　

市
長

す
。

　

今
回
導
入
し
た
評
価
制

度
は
、
市
町
村
向
け
特
別

簡
易
型
で
、
企
業
の
施
工

能
力
と
配
置
予
定
技
術
者

の
能
力
の
評
価
項
目
と
入

札
価
格
を
総
合
的
に
評
価

し
落
札
者
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

問　

市
発
注
工
事
検
査
体

制
と
検
査
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
は
、
工
事
所
管
課

と
専
任
の
検
査
員
の
検
査

体
制
で
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度

か
ら
は
、
福
岡
県
に
準
じ

た
工
事
成
績
評
定
及
び
検

査
方
法
に
改
め
ま
す
。

答　

市
長

　

他
に
「
火
葬
場
建
設
現

場
の
管
理
監
督
は
出
来
て

い
る
の
か
。」、「
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
市
道
部
の
工
事

委
託
料
に
つ
い
て
問
う
。」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て

弓削田　敬

問　

老
人
農
園
廃
止
後
の

対
策
を
問
う
。

　

老
人
農
園
は
昭
和
49
年

に
高
齢
者
の
生
き
が
い
対 

策
と
就
労
支
援
を
目
的
に

開
設
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
が
、
参
加
者
の
高
齢

化
、
人
数
の
減
少
に
よ
り
、

事
業
運
営
そ
の
も
の
が
困

難
な
状
況
と
な
り
、
参
加

者
の
同
意
を
得
て
平
成
22

年
度
で
廃
止
し
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、

現
在
、
実
施
し
て
い
る

「
高
齢
者
生
き
が
い
活
動

支
援
通
所
事
業
」
や
「
介

護
予
防
事
業
」
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

相
互
の
親
睦
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
な

ど
を
目
的
と
し
た
老
人
ク

答　

市
長

ラ
ブ
活
動
支
援
事
業
や
、

就
労
支
援
を
目
的
と
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

問　

生
き
が
い
対
策
を
充

実
さ
せ
、
医
療
費
抑
制
の

施
策
を
問
う
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
市
が
実
施
す
る
介
護
予

防
教
室
と
し
て
、「
認
知

症
予
防
教
室
」
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、「
楽
し
い

脳
ト
レ
教
室
」
を
本
格
的

に
実
施
し
な
が
ら
、
事
業

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
計
画

し
て
い
る
「
み
や
わ
か
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
対
策
お
よ
び
医

療
費
の
増
額
対
策
の
一
環

と
し
て
実
施
し
、
事
業
の

充
実
や
各
団
体
等
へ
の
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
対
策
と
医

答　

市
長

宮
若
ブ
ラ
ン
ド

の
さ
ら
な
る
活

用
に
つ
い
て

療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

問　

追
い
出
し
猫
の
活
用

に
つ
い
て
。

　

宮
若
市
観
光
推
進
基
本

計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
と
し
て
「
追
い

出
し
猫
の
積
極
的
な
活

用
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
宣
伝

効
果
や
話
題
性
の
高
い
追

い
出
し
猫
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

関
係
者
に
よ
る
「
追
い
出

し
猫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
組
織
し
、
先
進
地

の
事
例
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
、

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

な
る
事
業
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

答　

市
長

和田　善久

問　

市
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
に
つ
い
て
。

　

平
成
21
年
３
月
国
土
交

通
省
住
宅
局
か
ら
の
通

達
に
よ
り
、
平
成
25
年
度

ま
で
に
市
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
を
市
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

へ
策
定
し
直
す
こ
と
と

な
り
、
本
市
に
は
、
現
在

１
３
６
０
戸
あ
る
市
営

住
宅
を
、
今
後
安
全
で
快

適
な
住
宅
環
境
を
長
き

に
亘
っ
て
確
保
す
る
た

め
、
公
営
住
宅
の
活
用
方

法
や
、
長
期
的
な
維
持
管

理
、
予
防
保
全
的
な
観
点

か
ら
修
繕
や
改
善
の
計
画

を
定
め
、
長
寿
命
化
に
よ

る
更
新
コ
ス
ト
の
削
減
と

事
業
量
の
平
準
化
を
図
る

答　

市
長

た
め
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
す
る
も
の
で
す
。

問　

商
業
の
振
興
に
つ
い

て
。

　

大
型
店
の
出
店
や
、
消

費
者
の
購
買
力
が
よ
り
広

範
囲
に
な
り
、
小
売
店
や

商
店
街
な
ど
、
既
存
商
業

の
経
営
が
土
台
か
ら
揺
る

が
さ
れ
、
衰
退
し
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い

て
、
地
域
の
生
活
を
支
え

る
商
店
街
に
活
気
を
取
り

戻
そ
う
と
、
県
の
補
助
事

業
で
あ
る
「
商
店
街
活
性

化
が
ん
ば
ろ
う
会
事
業
補

助
金
」
を
活
用
し
、
福
丸

答　

市
長

問　

老
人
福
祉
計
画
に
つ

い
て
。

　

老
人
福
祉
法
に
基
づ

き
、
老
人
福
祉
事
業
の
目

標
・
方
策
を
定
め
る
も
の

で
、
本
計
画
は
、
３
年
ご

と
の
見
直
し
で
、
今
回
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26

年
ま
で
の
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
計
画
策
定
は
、
高

齢
者
等
の
実
態
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
庁
内
組

織
及
び
策
定
委
員
会
で
素

案
を
作
成
し
、
外
部
組
織

「
宮
若
市
老
人
福
祉
計
画

策
定
協
議
会
」
よ
り
意
見

具
申
等
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
平
成
23
年
度
末
ま
で

に
策
定
し
ま
す
。

答　

市
長

追い出し猫タペストリー

施
政
方
針
に
つ
い
て

商
店
街
の
活
性
化
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

は
商
業
者
自
ら
が
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
事
業
を
支

援
し
今
後
と
も
商
業
の
振

興
に
努
め
ま
す
。
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市 政 を 問 う 一般質問
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

大島　和武

問　

メ
リ
ッ
ト
は
経
済
の

活
性
化
と
人
口
増
加
に

あ
る
が
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
取
り
組
み

は
。

　

本
市
の
定
住
促
進
策

は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医

療
の
完
全
無
料
化
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
20
年
４

月
１
日
か
ら
、
市
内
に
新

た
に
住
宅
を
取
得
し
た
人

を
対
象
に
、
固
定
資
産
税

相
当
額
の
定
住
奨
励
金
を

交
付
す
る
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
定
住
奨
励
金
は
、

21
年
度
に
43
件
、
22
年
度

に
53
件
の
合
計
96
件
を
交

付
し
、
そ
の
結
果
、
定
住

さ
れ
た
２
６
５
人
の
う
ち 

１
１
８
人
が
市
外
か
ら
の

転
入
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答　

市
長

問　

ト
ヨ
タ
の
従
業
員
は

宗
像
で
の
定
住
で
、
宮
若

は
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
と

思
う
が
。

　

市
内
企
業
に
勤
務
す
る

従
業
員
の
方
々
に
、
定
住

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
定
住
奨
励
金
制

度
の
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
先
進
事
例
も
参
考

に
、
定
住
施
策
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

答　

市
長

問　

入
札
改
革
は
行
政
指

導
で
は
困
難
で
も
、政
治
指

導
な
ら
で
き
る
と
思
う
が
。

　

評
価
方
式
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
年
度
は
土
木
Ｃ
等

級
の
道
路
改
良
工
事
を
、

答　

市
長

入
札
改
革
と
行
財

政
改
革
に
つ
い
て

特
別
簡
易
型
で
１
件
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
指
導
、
助

言
も
受
け
な
が
ら
、
近
隣

や
先
進
地
の
事
例
等
の
調

査
研
究
も
行
い
、
総
合
評

価
方
式
も
含
め
た
入
札
制

度
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
「
う
き
は
市
」
を
目

標
に
、
職
員
数
及
び
議
員

定
数
な
ど
、
行
財
政
改
革

の
議
論
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
方
自
治
体
の
職
員
数

は
、
各
自
治
体
の
個
別
事

情
や
施
設
数
、
事
務
事
業

等
に
大
き
く
影
響
を
受
け

ま
す
。
う
き
は
市
と
の
比

較
で
も
、
都
市
基
盤
整
備

の
充
足
や
生
活
保
護
世
帯

へ
の
対
応
な
ど
で
職
員
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
体
制
の
確
立
に

向
け
て
、
定
員
管
理
の
適

正
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

答　

市
長

地
方
で
生
き
残
る
産
業
創
出
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

松尾　幸主

問　

本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
『
農
業
』
で
勝
ち
残

れ
る
品
目
を
生
み
出
す
会

議
体
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

市
長

　

本
市
で
は
、
市
内
の
担

い
手
農
家
が
中
心
と
な
っ

て
構
成
し
て
い
る
「
認
定 

農
業
者
連
絡
協
議
会
」
や
、

農
・
商
・
工
に
係
わ
る
方 

々
で
構
成
す
る
「
農
商
工

連
携
委
員
会
」
の
取
り
組

み
を
引
き
継
ぐ
「
地
域
力

活
用
新
事
業
創
設
支
援
事

業
」
の
活
動
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
参
加
協
力

し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

団
体
の
取
り
組
み
を
中
心

に
、
飯
塚
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
『
道
の
駅
』
は
外
見

で
な
く
、
内
容
重
視
で
協

議
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

市
長

　

平
成
22
年
度
の
施
政
方

針
に
お
い
て
は
、
平
成
26

年
度
中
の
開
館
を
目
途
に

準
備
作
業
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

隣
の
類
似
施
設
の
視
察
研

修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
さ

ら
に
綿
密
な
事
業
計
画
の

検
討
が
必
要
と
判
断
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
23
年
度
は
、

農
業
や
観
光
、
商
業
等
の

現
状
や
課
題
を
整
理
し
、

農
業
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
）
の
整
備
に
よ

る
効
果
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
基
本
方
針
策

定
に
係
る
調
査
研
究
を
進

め
ま
す
。

問　

地
域
主
権
で
生
き
残

れ
る
た
め
の
農
業
振
興
を

具
体
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
。

答　

市
長

　

福
岡
県
で
策
定
さ
れ

た
「
福
岡
県
農
業
・
農
村

振
興
基
本
計
画
」
を
基
本

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
や
環
境
、
食
料
と
暮
ら

し
の
視
点
か
ら
、「
食
育
」

や
「
地
産
地
消
」
を
確
保

で
き
る
農
業
振
興
を
め
ざ

し
、
生
産
者
や
生
産
者
団

体
、
並
び
に
関
係
機
関
等

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ＪＡ直鞍四季菜館
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ま
た
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、

宮
若
市
議
員
団
と
国
際
交
流
を
し
て
お
り
ま
す

韓
国
の
晋
州
東
中
学
校
よ
り
お
見
舞
い
の
お
手

紙
と
義
援
金
を
頂
き
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
３
年
生
の
「
イ　

ソ
リ
」
さ
ん
か

ら
の
心
の
こ
も
っ
た
お
手
紙
を
載
せ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
宮
若
市
議
会
か
ら
の
義
援
金
20
万
円

と
晋
州
東
中
学
校
か
ら
の
義
援
金
１
０
０
万

ウ
ォ
ン
は
、
被
災
地
へ
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
、
地
震

と
津
波
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
心
中
を

察
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
様
々
な
ご
苦
労
と
不
自
由
な
毎
日

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、

一
日
も
早
い
復
興
と
平
穏
な
生
活
が
戻

り
ま
す
よ
う
宮
若
市
議
会
議
員
一
同
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
宮
若
市
議
会
は
出
来
る
限

り
の
支
援
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

「
日
本
は
一
つ
、
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」

 

宮
若
市
議
会
議
員
一
同

日本の友人らに

　3月11日金曜日、学校を終えて家に帰ってくると日本に大きい地震がおきたという
ニュースを見ました。 

ニュースを見る前、友人に聞いた時はまさか大きければどれくらい大きいだろうかと考
えたのにニュースを

みると本当に深刻なことを知って言葉で表現できない程残念でした。 今でも日本地震
関連ニュースを見てい

るのに引き続き増える被害状況を見て心がとても痛くてどのようにすれば少しでも心に
慰労になることがで

きるか考えてみてこのように手紙を書いてみます。

　今現在日本の状況はどうですか。 韓国ニュースでは福島原子力発電所の放射能流出と
不明者捜索をしてい

る状況を送りだしています。継続してみている地震津波当時の映像は見る時ごとにこう
いう状況が本当に事

実かという気がしながら日本に住んでいる友達が心配になります。私は2009年と20
10年に日本の友人ら

と国際交流を一緒にした思い出もあるから今日本で起きた地震津波の被害に対してより
一層悲しくて残念に

思う心に入ります。 明日我校でする募金活動に少ないけれどお金を寄付するつもりで
す。多くのお金を寄付

した有名人ら見るというはるかに少ない金だが少しずつ数人が集めるならば役に立つこ
とができると思いま

す。 今回起きた地震津波はあまりにも大きくて恐ろしかったです。

　日本でない韓国に住んでいる私がこのように恐れを感じたが日本に住んでいる皆さん
は話にもならない恐

れを感じておられるでしょう。だが、悲しみも分ければ半分になるという話があります
。 

　私どもの大韓民国国民も日本を心より心配して力になって差し上げたい心を持って
います。大きい悲しみ

であっただけにより一層頑張って元気にお過ごしになったら良いです。必ず今回の事態
がよく整理されて明

るいニュースを聞くことができるよう願います。 

 2011.3.22　　　　　

 
晋州東中学校 3年　

 
イ　ソリ

　今年度も宮若市の中学生と韓国晋州東（チンジュドン）中学生との国際交流活動事業を
実施いたします。市内の各中学校に申込用紙を配布しておりますので、今回の交流活動
事業へのご参加をお願いいたします。

日　　程　　　８月17日（水）～ 19日（金）　韓国　ソウル市内（予定）
参加資格　　　宮若市内中学生（宿泊を含み３日間を共に行動できる方）
募集人員　　　25名（男子12名　女子13名）
　　　　　　　※応募者多数の場合は、地域等を考慮しながら主催者側で調整します。
参 加 費　　　３０，０００円（交通費・宿泊費・食事・保険等含む）
締 切 り　　　５月13日（金）までに申し込み下さい。
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３
月
議
会
中
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
各

地
で
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。慣
れ
親
し

ん
だ
町
が
一
瞬
の
う
ち
に
魔
物
の
よ
う
な
津
波
に

飲
み
込
ま
れ
て
い
く
、ま
る
で
映
画
の
１
シ
ー
ン

を
見
て
い
る
様
な
、現
実
に
身
が
震
え
た
。

　

連
日
の
悲
惨
な
報
道
の
中
、
気
持
ち
が
暖
か

く
な
る
記
事
を
発
見
。「
避
難
犠
牲
者
ゼ
ロ
防
災

教
育
実
る
」
釜
石
市
沿
岸
部
の
市
立
９
小
中
学

校
は
、避
難
さ
せ
た
１
８
０
０
人
で
一
人
の
犠
牲

者
も
出
さ
な
か
っ
た
。中
学
生
が
小
学
生
の
手
を

引
き
、誘
導
し
た
と
い
う
。各
校
は
数
年
に
渡
り

津
波
の
脅
威
を
理
解
す
る
授
業
を
展
開
し
、
防

災
教
育
に
努
め
て
い
た
。
日
頃
か
ら
の
防
災
教

育
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

宮
若
市
に
お
い
て
も
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
災

害
弱
者
へ
の
対
応
が
急
が
れ
る
。

　

被
災
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
献
身
的
な
活
動
で

少
し
ず
つ
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
、国

を
挙
げ
て
日
本
再
建
に
全
力
を
傾
け
る
と
き
だ

と
思
う
。

　

東
北
が
生
ん
だ
青
年
詩
人
・
石
川
啄
木
は「
一

国
の
王
と
な
ら
む
よ
り
も
、一
人
の
人
を
救
済
す

る
は
大
い
な
る
事
業
な
り
」と
叫
ん
で
い
る
。（
啄

木
全
集
第
７
巻
） 
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議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

●
議
長
か
ら
「
○
○
部
長
」
と
指
名

さ
れ
、「
は
い
」
で
よ
い
。
再
度
本
人

が
「
○
○
部
長
で
す
。」
と
い
う
必
要

な
し
。
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●
編
集
委
員
会
よ
り

　

会
議
規
則
で
、
発
言
者
は
議
席
番

号
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
執
行
部
は
議
席
番
号
が
な
い
た

め
、
確
認
の
た
め
「
○
○
部
長
」「
○

○
課
長
」
と
告
げ
て
い
ま
す
。

●
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
活
発

な
議
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も

機
会
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

70
代
以
上　

男
性

●
議
場
内
配
置
図
を
入
口
で
も
ら
え

る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
配
置
図
に
よ
っ
て
発
言
議
員

の
名
前
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

 

60
代

ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

撮影場所：スコーレ若宮

No.21 16Miyawaka City ●
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